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研究者特許・論文

NLMSアルゴリズムの論理回路実装

は正規化のための除算演算が必要と

なり回路規模が大きくなる。この除算

演算をシフト演算とすることで計算コス

トを大幅に減らし、近似的に実装する

ことを可能にし、システムの安定性向

上を行った。特にFPGAに実装可能と

なれば、並列処理による高速演算が

可能となり、ANCシステムの参照マイ

クロホンと誤差マイクロホンとの距離を

縮めることができ、右図のようなヘッド

ホン型システムを構築することが可能

となる。

・適応信号処理システムの論理回路実装

・ヘッドマウント型ANCシステムの論理回路実装

・医療施設、工事現場、交通機関などにおける騒音対策システム

・論理回路によるNLMSアルゴリズムの実装が可能

・NLMSアルゴリズムにより非定常な騒音に対して安定性が向上

・FPGAなどに実装ができ並列処理による高速演算が可能

・論理回路規模が削減

アクティブ騒音制御に用いるフィルタの
高速演算アルゴリズム

梶川 嘉延
システム理工学部 電気電子情報工学科
音情報システム研究室

<特許>

「アクティブ消音装置」 （特許第6598029号）

<論文>

原田拓実, 梶川嘉延, “フィードフォワードANC システム
のためのNLMS アルゴリズムのFPGA への実装法," 第
31 回信号処理シンポジウム, pp. 89-90, Nov. 2016.

周波数スペクトルヘッドマウント型
ANCシステム
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